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石
川
舞
倖
さ
ん（
佐
中
１
年
）が
選
出
さ
れ
た
Ｕ
ー
15

女
子
北
海
道
選
抜
が
、
令
和
３
年
11
月
27
日
〜
28
日
に

高
知
県
で
開
催
さ
れ
た
ベ
ス
ト
フ
レ
ン
ド
マ
ッ
チ
四
国

２
０
２
１
中
学
女
子
軟
式
野
球
交
流
大
会
に
出
場
し
、
見

事
優
勝
し
ま
し
た
。

　

大
会
は
全
12
チ
ー
ム
が
４
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
予

選
リ
ー
グ
を
行
い
、
勝
ち
抜
い
た
各
グ
ル
ー
プ
１
位
に
よ

る
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
Ｕ
ー
15
女
子

北
海
道
選
抜
は
、
予
選
で
全
国
制
覇
経
験
が
あ
る
三
重
県

代
表
の
三
重
高
虎
ガ
ー
ル
ズ
を
破
る
な
ど
、
決
勝
ト
ー
ナ

メ
ン
ト
に
駒
を
す
す
め
、
準
決
勝
で
は
滋
賀
県
代
表
の
滋

賀
マ
イ
テ
ィ
ー
エ
ン
ジ
ェ
ル
ス
に
７
対
２
で
勝
ち
、
決
勝

は
兵
庫
県
代
表
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ　

Ｒ
ｅ
ｄ　
Ｇ
ｉ
ｒ
ｌ
ｓ
と
の

接
戦
を
制
し
２
対
１
で
見
事
初
優
勝
を
つ
か
み
取
り
ま
し

た
。

　

石
川
さ
ん
は
、
代
打
と
代
走
で
出
場
し
、
均
衡
し
た
試
合

の
流
れ
を
変
え
る
な
ど
チ
ー
ム
の
優
勝
に
貢
献
し
ま
し
た
。

　

町
長
へ
優
勝
報
告
に
訪
れ
た
際
に
は
、「
い
ろ
い
ろ
な
地

区
の
選
手
と
選
抜
チ
ー
ム
で
野
球
が
で
き
、
試
合
に
も
出

場
す
る
こ
と
が
で
き
と
て
も
楽
し
か
っ
た
。
優
勝
す
る
こ

と
が
で
き
嬉
し
か
っ
た
が
、
自
分
が
チ
ー
ム
の
中
心
と
し

て
活
躍
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
次
は
自
分
が

チ
ー
ム
の
中
心
と
し
て
試
合
に
出
て
優
勝
し
た
い
。
ま
ず

は
メ
ン
バ
ー
に
選
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
練
習
を
一
生
懸
命

頑
張
る
。」と
力
強
く
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

石
川
さ
ん
、
Ｕ
ー
15
女
子
北
海
道
選
抜
の
み
な
さ
ん
優

勝
本
当
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

写真：石川勝義

ベストフレンドマッチ四国２０２１
中学女子軟式野球交流大会

写真：Ｕ－１５女子北海道選抜
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北
海
道
高
等
学
校
文
化
連
盟

第
44
回
放
送
コ
ン
テ
ス
ト

６
位
入
選

　

佐
呂
間
高
校
放
送
局
が
本
町
で
発
生
し

た
竜
巻
被
害
を
題
材
に
制
作
し
た
ラ
ジ
オ

ド
ラ
マ「
忘
れ
て
は
い
け
な
い
」が
北
海
道

高
等
学
校
文
化
連
盟
第
44
回
放
送
コ
ン
テ

ス
ト
オ
ー
デ
ィ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
部
門
に
お

い
て
６
位
入
選
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

15
年
の
節
目
に
改
め
て
防
災
意
識
を
高

め
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
考
え
さ
せ
ら
れ

ま
し
た
。　
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学校給食へ食材を寄贈
　１１月２６日、佐呂間町農業協同組合酪農部会（長瀬
哲也部会長）と養豚部会（栁原悟部会長）が教育委員会を
訪れ「給食を通じて児童・生徒に乳製品の消費と『サロマ
豚四軒團』を広くおぼえてもらいたい」と乳製品の消費拡
大とサロマ豚四軒團のＰＲおよび学校給食の食材にとク
リームチーズ、生クリーム、『サロマ豚四軒團』の豚肉を
寄贈いただきました。
　大変ありがとうございました。　

永年の功績を称えて～前町長川根章
夫氏に秋の叙勲（旭日双光章）～
　平成２０年１０月から令和２年９月まで、佐呂間町長
として連続３期１２年の永きに亘り在職し、本町基幹産
業の振興、地域医療の確保、教育・福祉の向上等に尽力
され、地方自治の振興発展に多大な功績を残されたこと
により、叙勲の栄に浴しました。
　特に、地域医療対策として「クリニックさろまの開設」、
高齢者が安心して住み続けられる住環境対策として「あ
んしんハウスの整備」、さらには道内における先駆的な
取組として、通学バスへの住民の混乗を可能とした「ふれあいバスの整備」を図り、町民にとって利便性の高い
地域交通網の再編整備に力を注がれ、教育長在職時には、児童生徒数の減少に伴う教育活動対策として「小中
学校の再編統合」で教育環境の整備に務められるなど、町政のかじ取り役として尽力されました。
　先般行われた受章報告では、川根氏を長年支えてきた美智子夫人とともに来庁され「受章は、町民のみなさ
んのご協力とご支援の賜物。微力ながら今後もまちの発展の一助となりたい」と感謝の意を述べておられまし
た。
　叙勲は、令和３年１１月３日付で、同月２４日京王プラザホテル札幌において、鈴木直道北海道知事から伝
達されました。

須藤久幸氏　秋の叙勲（瑞宝双光章）
　浜佐呂間在住の須藤久幸氏が、５０年間の長きにわた
り、国勢調査をはじめとする合計３５回にも及ぶ各種統
計調査にご尽力された功績を称し、瑞宝双光章を受章さ
れ、１２月１３日にご自宅において町長から伝達されま
した。


